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髙
瀬
！
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
考
え
て

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
理
事
・
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
法
人
運
営
に
お
い
て
は
、
各
部
会
や
企
画
運
営
に
お

い
て
の
参
加
者
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
自
主
事
業
等
を
実
施

す
る
ス
タ
ッ
フ
不
足
や
高
齢
化
も
慢
性
的
な
状
況
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
べ
く
運
営
体
制
の
強
化

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
人
材
を
発
掘
し
、
会
員
拡

大
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
髙
瀬
今
昔
物
語
と
題
し
、
髙
瀬
の
過
去
・

現
在
・
未
来
に
つ
い
て
の
資
料
を
一
堂
に
集
め
た
展
覧
会
を
初

め
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
髙
瀬
の
町
づ
く
り
の
方
向

性
を
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
！
と
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
会
」
が
中
心
と
な
り
企
画
し
ま
し
た
。

「
過
去
」
の
展
示
で
は
、
髙
瀬
が
繁
栄
し
て
い
た
往
時
の
民

俗
資
料
や
写
真
。
「
現
在
」
で
は
町
な
み
修
景
事
業
や
お
祭
り

イ
ベ
ン
ト
の
資
料
、
ま
ち
づ
く
り
関
連
の
各
受
賞
歴
の
展
示
。

「
未
来
」
に
つ
い
て
は
祟
城
大
学
・
秋
元
研
究
室
の
ご
協
力
の

も
と
、
髙
瀬
の
古
民
家
再
生
に
つ
い
て
の
学
生
案
を
は
じ
め
、

い
ろ
ん
な
地
域
で
の
古
民
家
再
生
案
を
展
示
し
て
い
た
だ
き
、

迫
力
あ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
「
髙
瀬
は
、
ま
る
ご
と
文
化
財
」
と
題
し
た
記
念

講
演
会
も
開
催
さ
れ
、
登
録
文
化
財
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
に

か
か
わ
る
関
係
者
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
髙
瀬
蔵
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

理
事
長

猿

渡

洋

悟



芸術の秋を堪能する彫刻展もすっかり定着

し、今年で第 4 回を迎えました。展示作品も

例年通り、祟城大学芸術学部・勝野研究室の

学生さんと先生ご自身のものです。

今年は例年より少し遅めの開催なので、芸

術を楽しむには寒さがどうだろう？と心配し

ていましたが、いざ展示場に入ると作品が力

作揃いのせいか、ホール内は外の寒さを吹き

飛ばすホットな芸術空間となりました！

12 月に入ると年越し準備で世の中は慌ただ

しい雰囲気となりますが、蔵の中では彫刻に

囲まれてゆったりとした時間が流れていまし

た。

来年以降も、この癒しのイベントを充実

させていきたいと考えています！

（まちづくり推進部会）



（文化部会）

本年度第 6 夜（10 月 25 日）は「玉名高校校舎の美観と魅力」をテーマとして、熊本

大学五高記念館客員教授、磯田桂史氏に話題提供していただきました。県立玉名高校は、

来年で創立 110 周年を迎える歴史ある学校であり、校舎本館は「白亜の殿堂」と呼び親

しまれ、国の有形文化財に指定されています。校舎の随所に様々な建築技法が使われて

おり、美しい姿を現在に残していることから、市民のみならず、県民の宝であるとの話

をいただきました。戦時下においても被害を受けずに現在に至っている当校舎を、参加

者の方が誇りに思った一夜となり、今後も見守っていきたいという気持ちが湧いてきま

した。

10 月 21 日(日)のお菓子づくり体験講座は、

肥後のいきなりだんごの作り方を学びまし

た。いきなりだんごは熊本の郷土菓子として

県民に愛されているお菓子である。そのだん

ごの作り方をレシピによる分かりやすい説明

と山嵜講師の楽しいトークにより教えていた

だき、秋空が広がるひととき、蔵の中は蒸し

あがるだんごの香りにつつまれていました。

12 月 16 日(日)のお菓子づくり体験講座は、

この時期の必須アイテムであるクリスマスケ

ーキの作り方を学びました。やわらかいスポ

ンジの焼き上げに始まり丸いホール型のケー

キの形になっていく工程に、参加者の方々も

熱心な眼差しを送っていました。

2 日とも、参加者からは「とても楽しかったで

す」「参考になりました、早速家で挑戦してみ

たいと思います」「ケーキを作るのは難しいと

思っていましたが、トライしてみようと思い

ます。」などのコメントをいただき、蔵は、賑

わいを見せていました。



もはや恒例となった感がある「ボジョレ・パーティ」。

髙瀬蔵とマイアミ、バッカス、酒のセザキそしてヴァン・

ドゥ・オオノとのコラボレーションとして第 3 回となる

2012 年は、ボジョレ・ワイン解禁日である 11 月第 3 木曜

日の翌日、11月 16 日に開催しました。

ゲストは地元の女性音楽家 3 人のユニット、『YUMINOH』。

色々なジャンルのナンバーを歌とピアノで披露し、パー

ティを盛り上げてくれました。集まったお客様は、“ボジ

ョレ・ワインとライブと料理”という、とってもお得で楽

しい時間を過ごし、大満足。去年行けなかった方、今年も

やりますから(大分先のことですが)楽しみにしていてくだ

さいね。 （商店会イベント部会）

12 月 15 日（土）に高瀬蔵クリスマスコンサート 2012 がカ

ント・アモローソの出演で開催されました。

おなじみのクリスマスソング、きよしこの夜、ジングルベ

ル、もみの木のメドレーや冬の歌の「雪」「冬の星座」「ペチ

カ」などを二部合唱で聞いていただきました。

ピアノ演奏では「WHITE CHRISTMAS」が、ホールいっぱい

に響き素敵な時間が過ぎました。 （音楽部会）

恒例となりました「髙瀬蔵ガラクタ市」。

今年は 2 月 17 日（日）に開催します。

つきましては、会員の皆様から販売する品物の提供

をお願いします。贈答品や買ったけど使わないままの

もの、まだ使えるけど不要になったもの、洋服や身の

回り品・雑貨など何でも結構です。

提供していただける品物は、事前に髙瀬蔵受付まで

お持ち頂けると助かりますが、運ぶのが大変という場

合などは、受付までご相談ください。

ガラクタ市の収益は、ＮＰＯ法人

髙瀬蔵の大切な収入になっています。

皆様のご支援・ご協力をよろしく

お願いします。（商店会イベント部会）

明けましておめでとうございます。昨年は、

会員の皆様の日頃よりのご支援のおかげで、無

事に１年を終えることができました。受付スタ

ッフ一同、感謝を申し上げます。本年も髙瀬蔵

をよろしくお願いします。

（受付スタッフ一同）


